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人口のうごき

男 女 計

29 37 66人

11 13 24人

21組

出生

死亡

婚姻
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館 10ら ら即な展の質にが会めそ特
11寺17 せ売り示よの技 、を 、の 産
!日 いもま会う改術 γ 実毎販!日
午ま ぜししをに良の」施年路を
後で いてたひ第に研 とし 特を広
5 3 とお。ら 三 つ究して 産拡く

補
正
予
算
附
議
駅
可
決

昭和40年 10月 1

-

9

月

定

例

市

議

会

i

定
例
市
議
会
は

9
月
お
日
招
集
さ
れ

会
期
を
五
日
間
と
定
め
、

一
般
会
計
補

正
予
釘
な
ど
e

十
議
案
に
つ
い
て
梼
議
さ

れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
.
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
「
引
錫
者
在
外
私
有
財
産

補
償
処
理
促
進
に
つ
い
て
の
意
見
古
」

、
「
旧
沼
人
等
に
対
す
る
恩
給
処
過
に
関

す
る
ほ
日
現
と

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ー
ー
ー
お
も
な
議
案
|
|

V
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
の
総
額
は
四
千
九
百
七
万

七
千
円
で
、
と
れ
で
歳
入
歳
出
予
昨

額
は
九
惚
千
四
百
九
十
七
万
八
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
農
林
水
ぃ
佐

賀
に
お
い
て
、
市
単
土
地
改
良
事
業

を
促
進
す
る
た
め
二
百
五
十
万
円
、

本
年
度
よ
り
揮
発
油
税
の
か
わ
り
に

漁
浴
関
連
道
路
の
整
備
事
業
の
補
助

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
経

団
漁
港
道
路
三
百
メ
ー
ト
ル
を
六
百

十
四
万
円
で
新
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
商
工
費
で
は
、
小
坂
機
業

場
工
場
憎
設
に
と
も
な
う
環
境
盤
的

助
成
金
と
し
て
六
百
四
十
万
円
な

ど
、
土
木
質
で
は
、
加
街
地
区
に
ゃ

く

一
万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地

報広市一津魚(昭和問9月13日)
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民
会
館

マ
区
分

・
一
般
の
部

一
郎
日
日
本
間
二
部
H
洋
岡
(
油

絵
、
水
彩
師
、
版
耐
)

三
部
H
彫

刻

四

部

H
工

芸

五

郎

H
4品川

六
部

H
写

真

七

部

H
m
道

・
教
育
の
部

凶
岡
、
書
道
、
工
作
、
写
真

『
，

m数
日
一

人
二
点
以
内

マ
規
絡
日
日
本
画
、
洋
画
は
額
を
合
め

て
巾
二
メ
ー
ト
ル
'以
内
。
彫
刻
、
工

去
は
制
限
な
し
。
曹
は
額
ま
た
は
枠

張
り
で
巾

一
メ
ー
ト
ル
'
以
内
。

写
真

は
組
写
真
を
除
き
四
ツ
切
以
上
。
カ

A
A
E
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運動会さかん

古
文
書
、
仏
像
な
ど

郷
土
史
の
資
料
を
沿
持
ち
の
方
へ

こ
の
市
史
が
、
名
実
と
も
に
市
民
の

市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
市
史
の
一制

さ
ん
を
念
願
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
好
意
あ
る
と
協
力
を
心
か
ら
期
待
し

て
い
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
委
員
は
次
の
と
お
り
。

マ
委
員
長
H
-岡
野
宗
雄
(
市
長
)
マ

委
員
長
代
理
H
板
井
久
次
郎
(馬
出

町
)
マ
委
員
H
山
本
允
彦

(教
育
長

)
北
条
正
問
(
図
書
館

長

)

広

田
寿
三
郎
(
西
布
施
小
学
校
長
)

木
下
敬
二

(
村
木
)
能
登
幸
太
郎

(
凶
中
)
米
沢
史
生
(
四
中
)

今
井
治
助
(
束
巾
)
金
厄
秀
隆
(

魚
津
高
〉

刊
月
1
日
現
在
で

水
産
業
基
本
調
査

富
山
県
の
漁
業
経
日
体
お
よ
び
漁
業

従
副
者
位
荷
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て

水
産
業
行
政
施
策
の
民
礎
資
料
を
う
る

た
め
、
県
で
は
昭
和
刊
年
水
政
業
基
本

調
査
を
行
な
い
ま
す
。

マ
調
在
の
範
開
H
日
月
1
日
現
在
で
海

に
治
う
市
町
村
の
区
域
内
に
あ
る
漁

業
(
内
水
田
漁
業
を
除
く
)
に
か
か

る
す
べ
て
の
漁
業
純
白
体
お
よ
び
漁

業
従
事
者
世
出

マ
調
査
の
内
容
H
世
間
、
町
一市
員
、
漁

業
終
日
に
関
す
る
事
項

誼憩l直 民税市県
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す

市
で
は
今
存
来

「
魚
作
市
史
」
の
作

成
を
め
ざ
し
、
郷
土
史
の
研
究
家
な
ど

各
界
識
者
に
編
さ
ん
委
員
を
依
頼
し
、

市
史
の
編
さ
ん
に
と
り
か
か

っ
て
お
り

ま
す
c
委
員
会
で
は
、
市
史
に
誤
ま
り
や
欠

落
の
な
い
完
全
な
も
の
と
し
て
、
み
な

さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
膝
史
書
と
す
る
よ

う
広
く
資
料
の
収
集
に
つ
と
め
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
で
古
文
書
、
十円川

籍
、
書
画
、
工
芸
品
、
神
体
、
仏
像
な

ど
完
全
な
も
の
で
な
く
て
も
結
構
で
す

か
ら
、
こ
う
い
う
も
の
を
お
持
ち
の
万

や
有
り
場
所
を
お
存
じ
の
方
は
、
市
佼

所
総
務
諜
ま
た
は
編
さ
ん
委
員
に
ご
述

絡
い
た
だ
け
ば
委
員
が
封
見
に
う
か
が

い
ま
す
。

ま
た
古
老
の
万
で
、
当
市
に
関
す
る

史
実
や
伝
説
な
ど
に
つ
い
て
ご
記
憶
の

万
の
お
話
も
お
う
か
が
い
し
た
い
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
の
減
免
や
納
税
の
猶
予
な
ど

台
風
で
被
害
を
受
け
た
方
は
手
続
き
を
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小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

小
児
マ
ヒ
予
防
の
た
め
生
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
の
服
用
を
次
の
よ
う
に
行

な
い
ま
す
。

マ
該
当
者

・
昭
和
刊
年
2
月
1
日
か
ら
6
月
初

日
ま
で
の
出
生
者
(
初
回
)
ぺ

-
昭
和
白
年
7
月
m
m
f
か
万
刈
年
1

月
引
日
ま
で
の
出
生
者
(
二
回
目
)

.
昭
和
ぬ
年
2
月
引
日
か
ら
「
月
お

日
ま
で
の
出
生
者
で
ま
だ
服
川
し

て
い
な
い
も
の

マ
料
金
H
五
十
円

マ
投
与
日

・
大
町
、
住
吉
、
上
中
向
、
松
合
、

上
野
方
、
本
江
校
下
は
叩
月
日
日

・
村
木
、
片
貝
、
加
脳
、
道
下
、
経

団
、
天
神
、
四
布
施
校
下
は
叩
月

4
日

・
都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は

叩
月
間
日

マ
場
所
と
時
間
H
市
民
会
館
で
午
後

1
時
か
ら

2
附
ま
で
受
け
付
け

住

民

検

診

住
民
検
診
は
7
月
か
ら
校
下
を
巡

阿
し
て
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
叩

月
で
終
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
け
て

い
な
い
万
は
ぜ
ひ
検
診
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

〈
村
木

V

m
月
5
日
H
村
木
小
学

校

(午
前
川
時
J
午
後
3
時
)

叩
月
mm
日
日
村
木
小
学
校
(
前
日

時
l
ロ
時
)

〈
大
町

v
m月
6
日
H
大
町
小
学

校
(
前
川
時

i
後
3
附〉

叩
月

お
日
H
大
町
小
学
校
(
後

1
w
i

3
時
)

〈
上
中
島

v
m月
7
H
H上
中
尚

小
学
校
(
前
日
時

i
ロ
附
)

〈
松
倉

v
m月
7
日
H
松
布
小
学

校
(
後
1
時
i
3附
)

〈
片
貝

v
m月
8
日
H
片
貝
小
学

校
(
前
叩
時

i
ロ
附
)

〈
加
積
〉
叩
月
8
日
H
加
積
公
民

館

(後
1
時
i
3時
)

〈
上
野
方

v
m月
お
日
H
上
野
万

農
協
(
前
川
附

i
ロ
附
)

〈
酉
布
施

v
m月
お
日
H
西
布
施

連
絡
所
(
前
叩
時
l
口
時
)

八
住
吉

v
m月
お
日
H
住
吉
小
学

校
(
後
!
時

1
3附
)

〈
経
国

V

m
月
お
日
H
経
旧
連
絡

所
(
後
1
時

i
3附
)

八
天
神

v
m月
お
日
H
天
神
小
学

校
(
前
川
時

i
ロ
時
)

八
道
下

v
m月
お
白
川
口
道
下
公
民

館

(後
1
時
i
3時
)

狂
犬
病
予
防
注
射

昭
和
刊
年
度
第
二
川
狂
犬
病
予
防

注
射
を
行
な
い
ま
す
。
生
後
九
十

一

日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
万

は
注
射
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈〉当
日
は
、
犬
に
な
れ
た
人
が
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
0

0
料
金
は
一
顕
に
つ
き
注
射
料
二
百

円
、
注
射
済
京
交
付
手
数
料
三
十

円
で
、
未
登
録
の
犬
は
な
録
手
数

料
三
百
円
と
印
慌
が
い
り
ま
す
。

八
上
野
方
V

上
野
万
述
絡
所
日
目

月
5
日
午
前
川
時

i
H附

八
住
吉
V

住
吉
小
学
校

H
m
月
5

日
ロ
時

i
拶
1
附

〈
経
団
V

経
回
連
絡
所

H
m
月
6

日
午
前
川
時

i
ロ
時

・
江
口
江

幡
三
治
宅

H
m
月
引
日
午
前
川
附

l

・1
i
h
-
-
n
U
与
J

守

1
1
，
陀
什
q
u
r
シ

八
道
下
V

日
カ
青
島
社
宅

H
m
月

6
日
午
後
1
附

i
3附

〈
上
中
島
V

上
中
川
辿
納
所

H
m

月
間
日
午
前
川
時

i
n附

〈
松
倉

V

松
倉
連
絡
所

H
m
月
間

日
ロ
時

i
後
1
時

・
北
山
池
上

一

旅
館
前
U
円
月
間
日
午
後
2
附

t

3
侍

八
天
神
V

天
神
小
学
校
H
川
月
日

ヨ
干
狩
O
寺
i
l
hす

，EE
'
'
'』

」

Eι
ト

唱

E

，.M
M

H

H

4

E

E
a

n
H
H
H

八
四
布
施
V

西
布
施
連
絡
所

H
m

月
目
日
ロ
時

i
後
1
時
叩
分

八
片
貝
V

片
貝
連
絡
所

H
m
月
却

日
午
前
叩
時

i
n附

八
加
積
V

加
積
公
民
館

H
m
月
別

日
ロ
時
J
後
2
時

・
上
村
木
公

民
館

H
m月
引
日
午
後
ロ
附
叩
分

J
2
時

八
村
木
V

村
木
小
学
校

H
m
月
刀

日
午
前
叩
時
J
ロ
附

八
本
江

V

魚
津
保
健
所
H
H
m

月
初μ

日
午
後
1
時

i
4附

八
大
町
V

魚
津
市
役
所

H
m
月
目

日
午
前
川
川
j
後
3
附



(2) 

市
で
は
災
器
対

策
の
一
助
と
し

て
、
こ
の
ほ
ど
最

新
型
の
救
急
自
動

車
一
台
を
二
百
十

万
円
で
購
入
し
、

消
防
本
部
に
配
位

し
ま
し
た
。

乙
の
自
動
車
に

は
二
つ
の
ベ
ッ
ド

が
取
り
付
け
ら

れ
、
応
急
手
当
の

用
具
な
ど
も
そ
な

え
、医
師
、看
護
婦

ら
四
人
が
乗
車
で

き
、
超
短
波
無
線

が
取
り
付
け
ら
れ

る
装
置
も
つ
い
て

お
り
、

救
急
対
策

に
万
全
を
期
す
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
は
交
通
事
故
や
災
害
に
よ

る
救
急
業
務
は
十
分
に
で
き
ず
ど
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
乙
の
車
に
よ
っ
て
救
急
活
動
を
す

す
め
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

(昭和問 9月13日)
第3額郵便物認可

「γγ「~一，一一救急車がお目見え一

)一一一一~一、)一，一一¥消防本部に配置一一

報広

こ
ん
な
場
合
に
出
動
し
ま
す

通
報
は
一
一
九
番
へ

消
防
本
部
で
は
救
急
隊
を
設
け
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
傷
病
者
を
医
療
機
関

な
ど
に
運
ぶ
救
訟
業
務
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
火
災
事
故

①

風

水
害
事
故

①

水
難
事
故

④
交
通
事
故
①
労
働

災
害
事
故

⑥
急
病
の
う
ち
救
急
自

動
車
で
運
ば
な
け
れ
ば
生
命
に
危
険

を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
緊
急
事
故

⑦
救
急
自
動
車
に
よ
ら
な
け
れ
ば
他

に
適
当
な
搬
送
方
法
が
な
い
場
合
。

以
上
の
よ
う
な
救
急
事
故
の
通
報
連

絡
は
、
火
災
専
用
電
話
の
局
番
な
し

一

一
九
番
ま
た
は
、
二
局

O
二
九
五
番
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
消
防
本
部
で
は
、
消
防
体
制

に
お
い
て
、
火
災
、
救
急
が
同
時
に
要

請
さ
れ
た
場
合
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

人
員
が
少
な
い
の
で
応
じ
か
ね
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ど
了
承
願
い
ま
す
。

当
番
医
の
問
い
合
わ
せ
は

ニ
局
O
ニ
九
五
番
へ

医
附
会
で
は
急
忠
に
そ
な
え
て
日
限

お
よ
び
深
夜
の
当
番
医
を
き
め
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
当
番
医
の
問
い
合
わ
せ

を
火
災
専
用
電
話
の
一

一
九
番
を
使
用

市

異

動

が

あ

っ
た

と

き

は

必

ら

ず

届

け

出

を

津
マ

:
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
で
、
他
の
保
険
に
加
入
す
る
乙
と

に
な
っ
た
り
、
逆
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
、
あ
る
い
は
、
転
入
、
転
出
の
場

合
な
ど
は
、
必
ら
ず
市
役
所
の
窓
口

へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

マ:・
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
、
医
療
機
関
へ
の
支
払

い
に
間
違
い
が
生
じ
た
り
、
保
険
給

付
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

魚日発行

届
け
出
は
叩
日
以
内
に

マ
・:
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
一社
、
職
場
の
被

保
険
者
証
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え

叩
日
以
内
に
市
民
課
窓
口
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

〈
国
保
の
資
格
を
得
る
場
合
〉

・
世
帯
全
員
ま
た
は
世
帯
の
だ
れ
か
が

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
0

.
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
を
ぬ
け
て
国

保
に
入
る
と
き
。

・
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
な
く
な

っ
た
と
き
0

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
。

〈
国
保
の
資
格
を
失
な
う
場
合
〉

・
あ
な
た
の
世
櫛
員
ま
た
は
位
的
の
だ

れ
か
が
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と

き
。
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-
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
の

で
国
保
を
ぬ
け
る
と
き
。

・
生
活
保
護
法
の
過
則
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
と
き
。

・
死
亡
し
た
と
き
。

マ
・:
そ
の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、
世
帯

主
な
ど
が
変
っ
た
と
き
、
他
人
の
行

為
(
自
動
車
事
故
な
ど
)
に
よ
っ
て

事
放
の
起
き
た
と
き
な
ど
は
、
早
く

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
は
忘
れ
ず

医
師
の
窓
口
ヘ

マ
・
:
お
医
者
さ
ん
で
診
然
を
受
け
る
と

市
営
住
宅
に

知

入
居
し
た
い
が

私
の
二
男
が
こ
ん
ど
結
婚
し
た

が
市
皆
住
宅
に
入
居
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
市
に
は
住
宅
建
設

の
予
定
が
あ
る
か
。
ま
た
月
収
二
万

七
千
円
ぐ
ら
い
だ
が
、
入
居
資
格
や

申
し
込
み
手
続
き
は
ど
う
し
た
ら
よ

問

さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
非
山

一

最
近
水
道
の
屋
内
工
事
を
無
間
け
で
に
つ
い
て

一

周
電
話
で
す
の
で
、
普
通
電
話
の
二
局

一
さ
れ
る
万
が
あ
る
よ
う
で
す
。
乙
の
た

・
水
栓
数
に
よ
る
給
水
位
の
口
径
選
定

一

O
二
九
五
番
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

一
め
取
り
付
け
た
鴻
具
が
不
適
当
だ
っ
た

・
既
設
の
配
水
本
管
、
補
助
管
な
ど
の

二

万

円

大

町

会

川

凶

郎

;

一
り
、
後
日
修
繕
な
ど
を
す
る
と
き
困
る
有
無

一

(
中
日
新
聞
社
会
功
労
賞
受
賞
お
机
)

な
お
、
当
帯
低
の
時
間
は
、
深
伎
の

一場
合
が
あ
り
ま
す
。

-
止
水
栓
お
よ
び
量
水
器
佐
世
の
選
定

一

万

円

文

化

町

削

凶

与

一

場
合
は
午
後
8
時
か
ら
翌
日
午
前
7
時
一
水
道
の
給
水
装
置
を
新
設
、
増
設
、

ま
た
水
道
の
屋
内
工
事
は
後
日
の
修
(
亡
去
作
子
般
の
ど
遺
志
に
よ
る
)

ま
で
、
日
艇
、
祭
日
の
場
合
は
午
前
7
一変
更
、
徹
去
ま
た
は
防
止
す
る
と
き
は

繕
な
ど
の
関
係
も
あ
り
、
原
則
と
し
て

二

万

円

村

木

佐

藤

児

時
か
ら
翌
日
午
前
7
附
ま
で
と
な
っ
て

一本
人
ま
た
は
代
盟
人
が
水
道
課
へ
申
請

次
の
給
水
工
事
指
定
問
が
施
工
す
る
こ

一

(
亡
母
て
い
殿
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

、
。
り
ま
す
o

，

一
し
な
け
れ
ば

と

に

な

っ

て

一
四
千
円

横

枕

広

瀬

昌

一

写
真
H
消
防
本
部
に
配
院
さ
れ
た
救

一
な
ら
な
い
こ

水

道

の

屋

内

工

事

は

い
ま
す
口

一

(
亡
悶
ち
よ
般
の
ご
遺
志
に
よ
る
)

急
車

一
と
こ
な
っ
て

マ
白
山
工

一
三
千

円

八

代

町

木

削

侃

醸

醸

際

機

議

機
襲

撃

一
い
お
す
O

(

届

け

出

て

か

ら

業
株
式
会

一

(
亡
悶
す
い
殿
の
ど
遺
芯
に
よ
る
)

事

謹

ミ

ぷ

撃

機

一

新
設
の
と
き

F
凡

ズ

社
(
上
村

二

千
九
百
円
日
本
カ
l
ノ
イ
卜
道

、
議
京
二

布

、
総
闘

機

務

機

ω
一

部
℃
長
一一一
忠
川
内
(
納
涼
川
円
以
の
克

巌

?

ペ

ザ

ヌ

測

機

機

鰍
縦
一印
鑑
が
必
要
)

木

、
二
局
一

O
九
六
)
マ
北
陸
配

一

ιげ金〉

験機
よ
丈

F
L一いい小
磯
刷
機
機
護
側

一

水
道
諜
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
給
水
管
工
業
株
式
会
社
(
村
木
、
二
局

O
一

機

綴

九

ぺ

繋

悩

組

燃

綴

機

一装
置
、
屋
内
工
事
の
申
請
が
あ
れ
ば
係
七
七
九
)

マ
辻
鉄
工
有
限
会
社
(
一

l

i

l

i

-

-

-

-

機
織
機
辺
ふ
ん

しぶ
芯

山
照
綴
議

機

一員
が
現
場
を
調
査
し
、
次
の
よ
う
な
こ
餌
指
町
、
二
局

O
二
二
七
)

マ
光

一

暴
力
追
放
、
交
通
安
全
宣
言
の

綴

二

号

芸

術

¥

機
懇

一
と
に
注
意
し
て
設
計
し
、
み
な
さ
ん
の
和
工
業
株
式
会
社
員
成
寺
町
、
戸

際

一

戸

口

建

て

る

機
険

機

悩
国

JPM幽
闘

機

騒

一
し
て
お
り
ま
す
。

間

(友
道
、
二
局
O
九

O
八
〉
マ
暴
力
の
な
い
魚
津
市
左
ぷ
し
よ
う

機
闘

鶴

腕

脱
線

機

総

幽

麟
鱗

機

一
・
給
水
管
を
布
設
す
る
場
所
が
個
人
の
高
松
工
業
組
〈
新
府
間
町
、
二
局

O
-と
、
去
る
1
月
暴
力
追
放
委
員
会
4

伊-攻

議
開
?
3闘
機

織

一

所
有
地
で
あ
る
場
合
は
そ
の
手
続
き
五
四
五
)

一
け
、
さ
ら
に
3
月
市
議
会
に
お
い
て
暴

欝

繋

幽
圃
〈

¥に
子

遡

開

機

鶴

一

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

I
l

l

i

-

-

-
1
01

1

1

1

1

一力
追
放
と
交
通
安
全
部
市
の
寄
可
を
行

摺

鱒

磁

遡

¥
川

麟

賜

畿

一

恐

ろ

し

い

寄

生

虫

一
な
う
な
ど
、
暴
力
排
除
と
交

通

認

を

圃

属

醤
圃
塵

¥
二

-A圃
欝

議

一

-

な
く
す
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

圃
闇
箇
園
調
イ
J
ぺ
鋼
鱒
鱗

l
検

査

は

み

ん

な

で

受

け

よ

う

|

一
乙
の
運
動
を
い
っ
そ
う
強
く
呼
び
か
け

・
圃
圏
園
園
田
鴨
川凶

暴
麟
鱒
襲

麟

一
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
三
ケ
魚
津
機
械
工

掴

麹

翻

観

劇

鰯

畿

畿

一

「
肢
の
中
に
虫
が
い
る
」
と
い
っ
て
ま
し
た
o

恐
ろ
し
い
寄
生
虫
か
ら
私
た

瓦

団
地
放
地
内
の
国
道
八
号
線
沿
い
に

け

川
け
川
川
川
川
け
い
い
じ
い
i

j

1
1

一も
「
な
あ
に
虫
ぐ
ら
い
」
と
タ
カ
を
く
ち
の
体
を
守
る
た
め
こ
、

一
人
残
ら
ず

一

一

}

一
「
交
通
安
全
、
暴
力
追

き
は
、
必
ら
ず
被
保
険
者
証
を
窓
口

一
く
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寄
生
虫
が
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う。

一

一

一

放
宣
言
都
市
」
の
標
識

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ

一
い
る
と
、
食
欲
不
振
か
ら
栄
養
障
害
と
検
査
の
方
法
は
、
空
の
マ
ッ
チ
知
に

一

一

一

塔
を
建
て
ま
し
た
。

け
の
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
で

一
な
り
、
貧
血
や
不
眠
症
、
卒
中
症
な
ど
氏
名
を
記
入
し
、
ふ
ん
使
を
箱
に
入
れ

一

ー

も
、
そ
の
都
度
窓
口
へ
出
し
て
く
だ

一数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
病
気
を
お
こ
し
世
帯
員
の
も
の
を
ま
と
め
て
回
収
日
に

一

乙
の
時
川
府
守
十
メ

さ
い
。

一
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
長
い
年
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
検
艇
の
結

一
1
1
ハ

H
一
y
l

l

マ
:
被
保
険
者
誌
は
、
あ
な
た
の
病
気

一月
の
間
に
寄
生
虫
が
原
因
で
重
い
病
気
果
、
寄
生
虫
が
検
出
さ
れ
た
場
合
の
み

一
N
の
三
角
柱
の
鉄
骨
づ

が
治
る
ま
で
の
診
祭
を
受
け
る
乙
と

一
に
な
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
世
帯
主
あ
て
に
通
知
す
る
こ
と
に
し
て

一
く
り
で
五
万
円
の
費
用

が
で
き
る
た
い
せ
つ
な
身
分
証
明
書

一

い
ま
ま
で
小
中
学
校
生
徒
に
は
、
毎
い
ま
す
o

一
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

で
す
。

一年
検
便
し
て
寄
生
虫
を
駆
除
し
て
い
る
回
収
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「
市
民

一

(写
真
は
暴
力
追
放

一結
果
、
年
々
そ
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
の
お
し
ら
せ
」
や
区
長
さ
ん
あ
て
に
お

一

と
交
通
安
全
を
呼
び

マ
;
・乙
の
証

一

一

一
い
る
よ
う
で
す
が
、
学
校
で
駆
除
し
て
し
ら
せ
し
ま
す
。

か
け
る
標
識
培
)

は
、
あ
な

一一も
、
家
庭
で
感
染
す
れ
ば
何
に
も
な
り

一

l

た
と
家
族

一
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
栄
養
の
多
い
食
物

(
証
仁
記

一
を
と
っ
て
も
、
こ
れ
で
は
寄
生
虫
に
や

入
さ
れ
て

一
る
た
め
に
食
べ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

い

る

者

)

す

。

だ

け

に

通

市

で

は

国

民

健

康

保

険

事

業

の

一
つ

と
し
て
、
家
庭
か
ら
寄
生
虫
を
な
く
し

用
す
る
も

ょ
う
と
検
使
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

の
で
す
。

が
、
乙
と
し
も
無
料
で
寄
生
虫
検
査
を

叩
月
中
旬
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

1

n
O
 

F
t
 

-

7

 

(
一
市
民
)

市
で
は
来
年
3
月
ま
で
に
第

一

種
市
営
住
宅
凶
戸
、
第
二
種
十

六
戸
を
大
海
寺
地
内
に
建
設
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

第
一
極
住
宅
は
三
十
七
平
万
メ
l
ト

戸
で
、
六
畳
、
四

・
五
畳
、
三
段
、

台
所
な
ど
が
あ
り
、
家
賃
は
未
定
で

す
が
三
千
五
百
円
程
度
で
す
。
入
居

資
格
は
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
り
、
月
収
は
二
万
八
千
円
以

上
四
万
七
千
円
以
下
の
方
で
す
。

第
二
種
住
宅
は
三
十
一
平
方
メ
ー
ト

ル
'で
、
六
畳
二
、
台
所
な
ど
が
あ
り

~ 
E司

家
賃
は
や
は
り
未
定
で
す
が
、

千

五
百
円
程
度
で
、
入
居
資
格
は
月
収

二
万
八
千
円
以
下
の
方
と
な

っ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
場
合
は
月
収
二
万

七
千
円
で
す
か
ら
第
二
種
住
宅
に
入

居
で
き
る
わ
け
で
す
。

入
居
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
広

報
な
ど
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の

際
は
期
間
内
に
所
定
の
申
し
込
み
用

紙
に
米
穀
通
帳
、
所
得
証
明
書
な
ど

を
添
え
て
建
設
課
へ
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
入
居
希
望
者
が
多
い
場

合
に
は
拙
せ
ん
に
よ
り
入
居
者
を
き

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寄

付

乙 マ マ 入七集暴の
と入道 f~l~ ー論) イセ放 三 づ 二デ一際選こ )~l し力機暴
に選音作 i 下作宣!市く附ノレ!市 さののて迫運ヌ;
な者林 11三文村 11 ~~ i・ 11 り 11 ri1) 11 ~沼れほ応い放を追
っに松村!市 木村l-.， l-"i i!'i --， まど訴まにい放
ては 木と IIIJ木掠防」暴 し若干がし闘っ委
い賞 も 下ブJ 犯力た査あたすそ 員
ま!日 大談 延大村山観灯観は 。のりがるう会
すを 江 主l 里江木し昔つ音み 結ま 、論もで
。近 八な 悦八 III}て立け立ん w・しあ文りは
く 郎し 一郎けでな 、たわとあ
送 、 、延が道明道で 次。せ版げ暴
付制 (盟す音る音辺 の て語る力
す 音 2好な林い林柑 ブj 三 をた迫
る ~_ií;. 点美追松街松モ が 十募め放

zz従ZZま議長5警警的笛2生産管理技法の
務T言令TZ請受宅よ2算出盟 講習会
11 四 中富う間お受」を法です
一十 /J\ 山 ち 11 申講と自にはるし IY~ の糾つつ
名 :名 企市 1710し希題的つ、乙経経糾学なて仁|ーl
に 業 日月込望 しとい中と験蛍学化乙 、小
つ の富問 19み者てして 小 でと管化」とい企
き 経山 日くは講て基企あ感理」ではち業
六 儲荘 !だ県習 、礎業りに技とす 、ばの
千 者別 11さ庁会「的経まよ法は。「ん絞
IL~I お節 月い内を生能蛍するを 、「経 た営
百 よ 30。中ひ産力の。経導近経蛍いに
円 び 日 /J¥ら管を 近 営入 代 営のせと

、
暴

力

は

み

ん

な

で

通

報

モ
デ
ル
都
市
、

標
語
と
論
文
入
選
者
き
ま
る

長
寿
者
へ
木
杯
な
ど
沿
く
る

一』ロHの

市
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
社

り

会
福
祉
事
務
所
で
は
、
9
月
日
日

よ

の
と
し
よ
り
の
日
に
あ
た
り
、
九

し

十
才
に
達
せ
ら
れ
た
長
寿
者
五
名

と

の
家
庭
を
訪
問
し
、
木
杯
と
彰
状

を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
八
十
八
才
の
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
十
四
名
に
県
知
事
よ

り
贈
ら
れ
た
木
杯
と
移
状
を
伝
達
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
六
十
五
才
以
上
の

老
人
に
は
映
画
館
の
ご
協
力
で
優
待
券

を
配
っ
た
の
を
は
じ
め
、
老
人
ホ
1
ム

を
訪
問
し
、
当
市
か
ら
入
所
し
て
い
る

十
三
名
に
お
菓
子
と
金
一
封
を
附
り
激

励
し
ま
し
た
。

マ
八
十
八
才
の
長
寿
者
表
移

金
本
長
次
郎
(
下
材
木
町
)
回
附

す
す
(
下
新
町
)
奥
状
(
大
町

)
稲
盛
し
け
(
新
塩
屋
町
)
住

吉
吉
次
郎

(
南
町
〉
森
竹
菊
次
郎

(
南
町
)
馬
場
い
と
(
大
海
寺
野

)
金
峰
は
る
(
石
国
新
)
折
川

す
ず
(
本
江
)
寺
凶
よ
し

(
村
木

)
加
藤
ょ
う
(
村
木
)
後
勝
く

さ
(
浜
経
山
)
官
附
ち
さ
つ
以
経

回
〉
高
島
ょ
う
(
蛇
間
)

マ
九
十
才
長
寿
者
表
移

上
楽
い
と
(
湯
上
)
鎖
制
外
次
郎

(
本
江
)
大
岸
い
さ
(
村
木
)

室
谷
き
よ
(
村
木
)
山
瀬
ふ
す
(

仏
田
)

旬
日
は
交
通
事
故

を

な

く

す

日

マ
・--m
日
は
交
通
事
故
を
な
く
す

る
日
で
す
。
せ
め
て
こ
の
日
だ

け
で
も
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

う。

マ
:・
8
月
2
日
か
ら
9
月
別
日
ま

で
の

一
か
月
間
に
市
内
で
お
き

た
交
通
事
故
は
十
件
で
す
。
こ

の
た
め
負
傷
者
が
九
人
(
死
者

な
し
〉
も
で
て
お
り
ま
す
。

ん

オ
ー
ト
バ
イ
や
バ
イ
ク

せ

モ
ー
タ
ー
な
ど
の
単
車

の

つ

は
、
軽
快
な
点
も
あ
り
ま

ト

あ

す
が
、
急
停
車
、
衝
突
の

ツ

入

場
合
に
ひ
つ
く
り
か
え
る

メ

購

危
険
性
が
非
常
に
多
く
、

ル

そ
の
際
に
顕
を
打
ち
、
死

へ

ん
だ
り
、
神
経
障
害
が
残

る
こ
と
が
た
い
へ
ん
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
へ
N
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る

こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
交
通
安
全
協
会
で
は
次
の
よ

う
に
「
へ
戸
メ
ッ
ト
」
購
入
の
あ
っ
せ

ん
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
購
入
希
望

者
は
交
通
安
全
協
会
(
轡
祭
署
内
)
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
っ
ぱ
な
し
へ

W
メ
ッ
ト
リ
千
四
百
円

.
つ
ば
っ
き
へ
戸
メ
ッ
ト
H
千
三
百
円

と
の
へ
N
メ

ッ
ト
は
、
購
入
し
た
日

か
ら

一
年
間
品
質
保
証
さ
れ
、
も
し
事

故
に
あ
い
ヘ
ル
'
メ
ッ
ト
が
割
れ
死
亡
し

た
場
合
に
は
五
十
万
円
、
損
害
を
受
け

た
場
合
に
は
十
万
円
ま
で
保
証
さ
れ
て

い
ま
す
。

郵

便

貯

金

で

住
み
よ
い
郷
土
*
つ
く
り
を

郵
政
省
で
は
叩
月
1
日
か
ら
「
住
み

よ
い
郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
運

動
」
を
全
国
的
に
展
開
す
る
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

郵
便
貯
金
が
国
民
の
生
活
を
明
る
く

豊
か
な
も
の
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

国
の
財
政
投
融
資
の
重
要
な
資
金
と
し

て
、
地
方
公
共
団
体
に
貸
し
出
さ
れ
、

市
首
住
宅
な
ど
の
建
設
、
上
水
道
な
ど

私
た
ち
の
生
活
環
境
の
整
備
、
学
校
病

院
な
ど
文
教
厚
生
施
設
の
充
実
、
道
路

の
建
設
整
備
、
国
土
開
発
な
ど
私
た
ち

の
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
た
め
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
乙
の
運
動
は

こ
れ
ら
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
く
知

っ
て
い
た
だ
き
郵
便
貯
金
の
増
強
を
は

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

魚
津
郵
便
局
で
は
、
市
内
各
郵
使
局

と
と
も
に
、
こ
の
運
動
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
な

お
い
っ
そ
う
郵
便
貯
金
の
利
用
に
つ
い

て
ど
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
技
能
者

の

講

習

会

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
技
能
者
を
対
象
に
再

訓
練
講
習
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
受
講

希
望
者
は
商
工
会
議
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
期
間

H
m
月
何
日
か
ら
け
月
お
日
ま

で
の
う
ち
は
は
日
閥
、

(
午
後
5
時
叩

分
か
ら
8
時
叩
分
ま
で
)

マ
場
所
H
市
民
会
館
第
一
会
議
主


